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子どもの権利条約って？

11月3・4日に「第26回子どもの権利条約フォーラム

2018㏌とちぎ」が開催される。

それに先立ち宇都宮にてプレフォーラムを開催。

子どもの権利は日々の暮らしの中のどこにでもある

はずだが、大人がその視点にないことが多い。たと

えば子どもの声や想いを聴くことの大切さや赤ちゃ

んの声を聞き分けることなど。1951年に日本社会が

持っている誇りとしての「児童憲章」

これは母子手帳の裏表紙に明示されている子どもの

権利が確認されたもの。

1989年11月子どもの権利条約が国連で採択されてい

る。子どもは未熟で不充分、学びの途上というよう

に権利を制限してきたが、一人の市民として主体的

な存在である。ここが重要なところ。

だから子どもの権利条約を知り・広め・使うことで

実行性のあるものにしなければならない。

第31条に子どもの休息・余暇・気晴らしについて明

記されている。のんびりしていい、ゆっくりしてい

いという意味。「あそびは子どもの主食です」この

言葉に感動です。

ただ学校教育基本法(2006年改正)には、子どもの権

利条約の内容が書き込まれていない。学校教育の世

界に「子どもの権利」の風と空気を届けようという

メッセージを発信。

《子どもは時にはゆっくりしていい、のんびりして

いい。失敗したり、つまづいたってやり直せばいい》
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